
 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの応用 

公開特許公報 電磁鋼板 Ｐ２０１３－１５５３９７をシュミレーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２２年０７月１６日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 



概要 

 材料の物理特性を極点測定から ODF解析を行い、ＯＤＦの数値解析結果を請求項としているケースが 

   あります。 

   本資料では、シュミレーションから極点図を作成し、各種ＯＤＦ解析ソフトウエアで評価してみます。 

 

   請求項 

 離散法ＯＤＦ解析で計算 

 主方位は＜１１１＞／／ＮＤ方位で方位密度は５以上 

 ｛１１１｝＜１１２＞方位は１０以上 

 ｛３１０｝＜００１＞方位は３．０以下 

 

  解説 

 離散法ＯＤＦ解析 

  ＯＤＦの解析には直接法（ＡＤＣ，ＷＩＭＶ）と間接法（Ｈｅｒｍｉｎｉｃ）があり 

  ＡＤＣ（ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ） 

  Ｈｅｒｍｉｎｉｃ（ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ，ＭＴＥＸ） 

 離散法ＯＤＦは直接法でＡＤＣ，ＷＩＭＶ法と解釈出来ます。 

 

 主方位は＜１１１＞／／ＮＤ方位で方位密度は５以上 

  ＜１１１＞／／ＮＤはγ－Ｆｉｂｅｒとして 

  φ１＝０－９０、Φ＝５５，φ２＝４５ ｛１１１｝＜１－１０＞，｛１１１｝＜１－２１＞ 

  とされるが、実際は幅が存在する。 

  最大方位密度位置が計算上の＜１１１＞／／ＮＤからシフトする事もある 

  ＜１１１＞／／ＮＤの最小値が５以上と解釈できる 

 

 ｛１１１｝＜１１２＞方位は１０以上 

  同上 

 

 ｛３１０｝＜００１＞方位は３．０以下 

  同上 

 

シュミレーション 

 ｛１１１｝＜１１２＞のφ１方向を比較的広くし、最小値が５以上とし 

 ｛３１０｝＜００１＞を多少含ませる 

 

 

 

 



計算はＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアのＦｉｂｅｒ解析で行う 

  

  

 

 

 

 ＜１１１＞／／ＮＤの最小密度（ｍｉｎ）が５．０以上 

 主方位はＭＡＸＯＤＦで｛１１１｝＜１１２＞と一致するか判断 

 ｛１１１｝＜１１２＞の方位密度が１０．０以上か判断（対称方位の最大値） 

 ｛３１０｝＜００１＞が３．０以下か判断（対称方位の最大値） 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

 

 

 

 

 

<111>//NDの最小値は 9.163 >5 

主方位は 15.33 

{111}<112> は 15.33>10 

{310}<001>は 1.507<3 



ＴｅｘＴｏｏｌｓで解析 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

<111>//NDの最小値は 7.603 >5 

主方位は 11.458 

{111}<112> は 11.458>10 

{310}<001>は 1.224<3 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦでは 

  

  

  

 

 

<111>//NDの最小値は 7.999 >5 

主方位は 12.878 

{111}<112> は 12.878 >10 

{310}<001>は 1.359 <3 



ＭＴＥＸでは 

  

  

  

 

 

 

 

<111>//NDの最小値は 8.833 >5 

主方位は 13.781 

{111}<112> は 13.781 >10 

{310}<001>は 0.653 <3 



まとめ 

 シュミレーションでは、ＬａｂｏＴｅｘでＭｏｄｅｌｌｉｎｇを行い、極点図をＥｘｐｏｒｔし 

 反射極点図｛１１０｝、｛２００｝、｛２１１｝、｛３１０｝を作成し 

 各種ＯＤＦで解析を行った結果以下の値が得られた。 

 

 

 この値はシュミレーション結果であり、測定データではありません。 

 測定データでは最大方位密度位置と｛１１１｝＜１１２＞にずれが発生する事があります。 

 ｅｕｌｅｒ角度を比較しながら確認を行ってください。 

  

 測定データの場合、主方位以外に多数の方位やｒａｎｄｏｍも存在する事もあり、 

シュミレーション結果とは異なります。測定データの信頼性評価が重要になります。 

 


